
成果と課題及び指導改善のポイント 

小学校国語（小学４年生、小学５年生、小学６年生） 

小学４年生で成果が見られた設問(◇)と課題が見られた設問(◆) 及び 出題の趣旨 

 

 

 

 
小学５年生で成果が見られた設問(◇)と課題が見られた設問(◆) 及び 出題の趣旨 

 

 

 

 

 

 

小学６年生で成果が見られた設問(◇)と課題が見られた設問(◆) 及び 出題の趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

小学校国語の課題に対応した指導改善のポイント（☑してみましょう。） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

■「言葉の特徴や使い方に関する事項」に関する設問に課題が見られました。課題の一つである、修

飾と被修飾との関係や文と文との接続の関係を的確に捉える力を高めるためには、「主体的・対話

的で深い学び」の視点を踏まえて、授業を改善することが大切です。 

□修飾と被修飾との関係については、修飾語の役割を理解させるだけでなく、どのような修飾語

を使うと分かりやすい文になるかを具体的に考えて話し合わせるような活動を設定している。 

□接続語について学習する場面で、文と文との関係や接続語のもつ効果を、実感をもって捉えら

れるように、具体的な使用例を考えて短文を作るなどの活動を設定している。 

□修飾と被修飾との関係や文と文との接続の関係など、基礎的・基本的な知識・技能に関する理

解を深めるために、該当する単元だけでなく、「読むこと」や「書くこと」の単元の中でも適宜

学習する場面を設定している。 

 正答表とセットになった「指導改善のポイントが分かる資料」も、併せてご覧ください。 

◇ 互いの意見の共通点や相違点に着目して、考えをまとめる      設問２二 

◇ 中心となる語や文を捉える                    設問５五 

 

◆ 修飾と被修飾の関係を理解する                  設問４二 

◆ 段落相互の関係に着目して読む                  設問５一 

◇ 自分の考えが伝わるように表現を工夫する             設問１三 

◇ グラフを基に、分かったことを的確に書く             設問２四 

 

◆ 話の内容が明確になるように、構成を考える            設問１五 

◆ 文と文とのつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書く 設問２六１        

◇ 自分が聞こうとする意図に応じて、話題を決める          設問１二            

◇ 文章と図表などを結び付けて読む                 設問４三 

 

◆ 情報を相手に分かりやすく伝えるための記述の仕方の工夫を捉える  設問２一          

◆ 文脈に即して漢字を正しく書く「階級」              設問２五２イ 



県

令和２年度 佐賀県小・中学校学習状況調査
設問別調査結果[国語]４年
小学校－児童

査調校学小

す示を」力努要「は」▼「※集計結果

県

児童生徒数 正答率 無解答率
到達基準

（おおむね達成）
到達
状況

※ 県の結果には，「未履修：１なし」かつ「集計対象：１対象」
   で入力された児童生徒の調査結果が反映されています。2.75 ▼

151,7 1.65 0.4

分類・区分別集計

分類 区分
対象設問数
（問）

正答率
県

無解答率
県

到達基準
（おおむね達成）

到達
状況

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点

問題形式
選択式
短答式
記述式

※ 一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，
   実際の設問数とは一致しない場合がある。

言語の特徴や使い方に関する事項 4 8.35 7.4 5.26 ▼
情報の扱い方に関する事項 1 0.36 6.6 0.07 ▼
話すこと・聞くこと 3 3.05 4.1 3.35 ▼
書くこと 5 2.16 0.3 0.45
読むこと 5 9.45 6.5 0.65 ▼

知識・技能 5 6.55 1.5 0.46 ▼
思考・判断・表現 31 3.65 6.3 6.45

11 2.65 9.2 2.85 ▼
4 2.66 1.5 5.76 ▼
3 4.24 9.6 0.04

設問別集計結果

問題番号 出題の趣旨

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点 問題形式 正答率 無解答率

選
択
式

短
答
式

記
述
式

県 県
期
待
正
答
率
（
お
お
む
ね
達
成
）

課
題
が
見
ら
れ
る
設
問

言
語
の
特
徴

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

1 司会の役割を理解し，話し合いを進める ○ ○ ○ 8.83 3.0 06 ○

2 一 目的や進め方を確認して話し合う ○ ○ ○ 9.16 5.0 06

2 二
互いの意見の共通点や相違点に着目して，考えを
まとめる ○ ○ ○ 2.05 4.3 04

3 一 書く内容の中心を明確にして書く ○ ○ ○ 4.67 4.0 06

3 二
自分の考えが明確になるように，書き表し方を工
夫する ○ ○ ○ 2.16 6.0 06

3 三
集めた材料を比較したり分類したりして，伝えた
いことを明確にして書く ○ ○ ○ 4.34 5.7 04

3 四１ 国語辞典の使い方について理解する ○ ○ ○ 0.36 6.6 07 ○

3 四２ア 文脈に即して漢字を正しく書く「運ばれて」 ○ ○ ○ 6.76 6.4 07 ○

3 四２イ 文脈に即して漢字を正しく書く「暑かった」 ○ ○ ○ 9.64 2.5 06 ○

4 一 敬体と常体の違いに注意しながら書く ○ ○ ○ 2.78 0.4 07

4 二 修飾と被修飾の関係を理解する ○ ○ ○ 8.64 9.2 06 ○

4 三 手紙の構成を理解し，後付けを書く ○ ○ ○ 1.83 5.2 04 ○

5 一 段落相互の関係に着目して読む ○ ○ ○ 5.44 4.3 06 ○

5 二 叙述を基に文章の内容を把握する ○ ○ ○ 6.15 5.3 06 ○

5 三
目的を意識して，中心となる語や文を見付けて要
約する ○ ○ ○ 6.33 6.9 04 ○



設問別集計結果

問題番号 出題の趣旨

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点 問題形式 正答率 無解答率

選
択
式

短
答
式

記
述
式

県 県
期
待
正
答
率
（
お
お
む
ね
達
成
）

課
題
が
見
ら
れ
る
設
問

言
語
の
特
徴

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

5 四 叙述を基に文章の内容を把握する ○ ○ ○ 7.07 6.5 06

5 五 中心となる語や文を捉える ○ ○ ○ 9.37 9.5 06

5 六 主語と述語の関係を理解する ○ ○ ○ 9.35 2.6 06 ○



県

令和２年度 佐賀県小・中学校学習状況調査
設問別調査結果[国語]５年
小学校－児童

査調校学小

す示を」力努要「は」▼「※集計結果

県

児童生徒数 正答率 無解答率
到達基準

（おおむね達成）
到達
状況

※ 県の結果には，「未履修：１なし」かつ「集計対象：１対象」
   で入力された児童生徒の調査結果が反映されています。5.65

490,7 9.26 3.4

分類・区分別集計

分類 区分
対象設問数
（問）

正答率
県

無解答率
県

到達基準
（おおむね達成）

到達
状況

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点

問題形式
選択式
短答式
記述式

※ 一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，
   実際の設問数とは一致しない場合がある。

言語の特徴や使い方に関する事項 4 1.36 2.7 5.26
我が国の言語文化に関する事項 1 8.97 4.3 0.07
話すこと・聞くこと 5 3.65 1.2 0.65
書くこと 5 8.66 7.1 0.65
読むこと 5 2.26 9.6 0.05

知識・技能 5 5.66 4.6 0.46
思考・判断・表現 51 8.16 6.3 0.45

31 3.76 6.2 8.06
4 1.76 4.5 5.75
3 7.83 1.01 7.63

設問別集計結果

問題番号 出題の趣旨

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点 問題形式 正答率 無解答率

選
択
式

短
答
式

記
述
式

県 県
期
待
正
答
率
（
お
お
む
ね
達
成
）

課
題
が
見
ら
れ
る
設
問

言
語
の
特
徴

言
語
文
化

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

1 一 話の中心や話す場面を意識して話す ○ ○ ○ 1.08 1.0 06

1 二 意図を明確にして話し合う ○ ○ ○ 9.04 3.0 06 ○

1 三 自分の考えが伝わるように表現を工夫する ○ ○ ○ 4.58 1.0 06

1 四 自分の立場を明確にして話す ○ ○ ○ 4.74 3.0 06 ○

1 五 話の内容が明確になるように，構成を考える ○ ○ ○ 7.72 0.01 04 ○

2 一 情報を分かりやすく伝えるために，工夫して書く ○ ○ ○ 0.08 3.0 06

2 二 事実と感想，意見とを区別して書く ○ ○ ○ 2.97 3.0 07

2 三 目的や意図に応じ，記事に見出しを付ける ○ ○ ○ 1.26 4.0 06

2 四 グラフを基に，分かったことを的確に書く ○ ○ ○ 0.87 1.2 05

2 五 目的や意図に応じ，必要な内容を整理して書く ○ ○ ○ 8.43 4.5 04 ○

2 六１
文と文とのつながりを考えながら，接続語を使っ
て内容を分けて書く ○ ○ ○ 4.53 0.21 05 ○

2 六２
ことわざや慣用句の意味を理解して，自分の表現
に用いる ○ ○ ○ 8.97 4.3 07

2 六３ア 文脈に即して漢字を正しく使う「温まって」 ○ ○ ○ 1.97 2.4 07

2 六３イ 文脈に即して漢字を正しく使う「周り」 ○ ○ ○ 8.57 5.3 06

3 一
目的を意識して，中心となる語や文を見つけて要
約する ○ ○ ○ 2.57 4.2 05



設問別集計結果

問題番号 出題の趣旨

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点 問題形式 正答率 無解答率

選
択
式

短
答
式

記
述
式

県 県
期
待
正
答
率
（
お
お
む
ね
達
成
）

課
題
が
見
ら
れ
る
設
問

言
語
の
特
徴

言
語
文
化

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

3 二 事実と感想などの関係を叙述を基に捉える ○ ○ ○ 4.35 7.2 06 ○

3 三
目的に応じて，必要な情報を見つけ，比較して読
む ○ ○ ○ 0.85 4.3 05

3 四
文章を読んで理解したことについて，自分の考え
をまとめる ○ ○ ○ 7.35 9.41 03

3 五 修飾と被修飾との関係を理解する ○ ○ ○ 3.26 9.8 07 ○

3 六 目的に応じて，必要な情報を見つけて読む ○ ○ ○ 5.07 8.01 06



県

令和２年度 佐賀県小・中学校学習状況調査
設問別調査結果[国語]６年
小学校－児童

査調校学小

す示を」力努要「は」▼「※集計結果

県

児童生徒数 正答率 無解答率
到達基準

（おおむね達成）
到達
状況

※ 県の結果には，「未履修：１なし」かつ「集計対象：１対象」
   で入力された児童生徒の調査結果が反映されています。8.75

424,7 0.46 3.2

分類・区分別集計

分類 区分
対象設問数
（問）

正答率
県

無解答率
県

到達基準
（おおむね達成）

到達
状況

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点

問題形式
選択式
短答式
記述式

※ 一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について各区分の設問数を合計した数は，
   実際の設問数とは一致しない場合がある。

言語の特徴や使い方に関する事項 2 8.25 9.5 0.56 ▼
情報の扱い方に関する事項 1 1.38 2.0 0.07
我が国の言語文化に関する事項 1 6.67 2.1 0.06
話すこと・聞くこと 4 1.36 9.0 0.55
書くこと 5 0.85 5.2 0.85
読むこと 5 9.86 4.2 0.45

知識・技能 4 3.66 3.3 0.56
思考・判断・表現 41 3.36 0.2 7.55

11 9.27 5.0 8.16
4 0.75 7.4 5.26 ▼
3 6.04 6.5 7.63

設問別集計結果

問題番号 出題の趣旨

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点 問題形式 正答率 無解答率

選
択
式

短
答
式

記
述
式

県 県
期
待
正
答
率
（
お
お
む
ね
達
成
）

課
題
が
見
ら
れ
る
設
問

言
語
の
特
徴

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

言
語
文
化

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

1 一 目的に応じて，質問したいことを整理する ○ ○ ○ 7.66 1.0 06

1 二 自分が聞こうとする意図に応じて，話題を決める ○ ○ ○ 0.08 1.0 06

1 三
聞いた内容と自分が知っていることとを比べ，自
分の考えをもつ ○ ○ ○ 8.66 1.0 06

1 四
話し手の意図を捉えながら聞き，話の展開に沿っ
て質問する ○ ○ ○ 0.93 5.3 04 ○

2 一
情報を相手に分かりやすく伝えるための記述の仕
方の工夫を捉える ○ ○ ○ 0.54 1.0 06 ○

2 二 グラフを基に分かったことを的確に書く ○ ○ ○ 7.45 3.3 05

2 三 図表やグラフなどを用いた目的を捉える ○ ○ ○ 1.18 3.0 07

2 四
目的や意図に応じて，事実と感想，意見を区別し
て書く ○ ○ ○ 3.14 0.5 04

2 五１ 文末表現の使い方に注意して書く ○ ○ ○ 8.76 7.3 07 ○

2 五２ア 文脈に即して漢字を正しく書く「機会」 ○ ○ ○ 3.85 4.5 06 ○

2 五２イ 文脈に即して漢字を正しく書く「階級」 ○ ○ ○ 3.74 4.6 07 ○

2 五３ ことわざや慣用句，故事成語の意味を理解する ○ ○ ○ 6.67 2.1 06

3
国語辞典を使って，言葉の意味と使い方を理解す
る ○ ○ ○ 1.38 2.0 07

4 一 段落相互の関係に着目して読む ○ ○ ○ 2.29 4.0 07

4 二
事実と感想，意見などとの関係を叙述を基に捉え
る ○ ○ ○ 7.05 7.0 05



設問別集計結果

問題番号 出題の趣旨

学習指導要領の
内容・領域等

評価の観点 問題形式 正答率 無解答率

選
択
式

短
答
式

記
述
式

県 県
期
待
正
答
率
（
お
お
む
ね
達
成
）

課
題
が
見
ら
れ
る
設
問

言
語
の
特
徴

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

言
語
文
化

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

4 三 文章と図表などを結び付けて読む ○ ○ ○ 6.88 0.1 06

4 四 目的に応じて，必要な情報を見付ける ○ ○ ○ 6.17 6.1 06

4 五 文章全体の構成を捉えて要旨を把握する ○ ○ ○ 3.14 4.8 03


